
ページ
◎

・ 無駄や廃棄の少ない調理講習会を開催しました （食育消費流通課） １

◎
・ 「祖父江ぎんなん街道」が食の街道に認定されました （尾張農林水産事務所） ２

◎
・ 変化していく物流 （東京事務所） ３

◎
・ 2020年愛知県農業総合試験場の10大成果 （農業総合試験場） ５

◎
・ 愛知産青果物の動向（名古屋・東京市場） ７
・ 名古屋・東京市場における青果物の２月の見通し ８

◎
・ 切花・鉢花の２月の見通し（県内市場） ２０

内容についての問合せ先

愛知県農業水産局農政部食育消費流通課 （052）-954-6434

愛知県東京事務所行政課農産物プロモーショングループ （03）-5492-5400

※今月、「フラワーページ」はありません。   

令和３年２月号

情報サロン

地域トピックス

東日本情報

西日本情報

青　果

花　き

あいち農産物生産流通レポート





無駄や廃棄の少ない調理講習会を開催しました 

食育消費流通課

愛知県が 2016 年に作成した、食育推進計画「あいち食育いきいきプラン 2020」では、

「体」、「心」、「環境」、「支える」の４つの視点から食育を推進しており、「環境」に関して

は、「環境に配慮した食生活の実践」や「地産地消」などの取組実施を呼びかけています。 

今回、家庭でも実践できる食品ロス軽減の取組に関する調理講習会を、2021年１月25日

（月）（聴講コース：名古屋市港区）及び１月 28 日(木)（実習コース：刈谷市）の２回開催

しました。 

愛知みずほ短期大学の横山先生を講師としてお 

招きし、食品ロスの発生の少ないレシピの調理デ 

モンストレーションや調理実習、食品ロス削減に 

関する講話をいただきました。 

２日合わせて、食育推進ボランティアや保育関 

係者等 48 名の方に参加いただきました。 

１ 調理デモンストレーション・調理実習 

野菜の皮や芯を有効活用した、レシピを調理 

しました。 

食材として活用することが珍しいバナナの皮 

の味や食感について、特に反響がありました。 

＜メニュー＞ 

○ さばとトマトの洋風炊き込みご飯 

○ キャベツの豚ロール 

○ バナナの皮のきんぴら 

○ グリーンスープ 

○ バナナマフィン 

２ 講話「食品ロスの削減を考える」

食品ロス削減のために、「食品を買いすぎない」、「適量を調理する」、「できるだけ手前

の棚から食品を購入する」などの家庭でも実践できる行動や食品の保存方法に関するコ

ツについて紹介いただきました。 

感染症拡大防止に配慮するため、残念ながら会場で試食を行うことはできませんでし

たが、終了後のアンケートでは、ほぼ全ての方から「参考になった。」「紹介されたレシ

ピを今後作ってみたい。」と回答がありました。 

この他、「これから、食材のロスが防げるような調理ができるように心がけていきたい。」、

「もっと愛知県産の野菜に関心を持っていきたい。」など、多くの声が寄せられました。 

 この調理講習会で学んだことを、家庭や職場、地域等において広く受講者に発信いた

だき、食品ロス削減や地産地消が県民運動として定着することを期待します。 

できあがった料理 

調理デモンストレーションの様子

レシピは「食育ネットあいち」で公開しています。 
https://www.pref.aichi.jp/shokuiku/shokuikunet/
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知事を囲んで記念撮影 

（左：ぎんこなっちゃん 右：いなッピー） 

祖父江ぎんなん収穫の様子 

「祖父江ぎんなん街道」が食の街道に認定されました 

尾張農林水産事務所

 県の「食と花の街道認定事業」で、稲沢市祖父江町の「祖父江ぎんなん街道」が認定さ

れました。尾張農林水産事務所管内では初の街道認定です。認定式では、大村知事から祖

父江ぎんなんブランド推進協議会顧問の加藤錠司郎稲沢市長と副会長の光田二郎氏に、県

産材で製作された特製認定証が授与されました。式には、稲沢市マスコットキャラクター

のいなッピー、銀杏をモチーフにしたぎんこなっちゃんも訪れ、街道の認定を喜びました。

１ 祖父江ぎんなん街道特徴

  稲沢市祖父江町には、１万本を超える

イチョウの樹が点在しており、ぎんなん

の生産量は全国屈指を誇ります。祖父江

ぎんなんは、大粒でもっちりとした食感

が特徴であり、市内に祖父江ぎんなんを

用いた料理や加工品を提供する店舗が点

在しています。それらの店舗を街道とし

てひとまとまりにしました。 

  旬のぎんなんを味わうためには、収穫

時期にあたる９月から 11 月半ばがおす

すめですが、ぎんなんを使ったお菓子は

年中召し上がることができます。 

  また、市内には多数のイチョウの樹が

あるため、ぎんなん料理を食べるだけで

なく、黄金色に輝く美しいイチョウの景

観も楽しむことができます。 

２ 今後について

  祖父江ぎんなんのさらなる知名度向上

と消費拡大を目指し、地域一体となって

祖父江ぎんなんの魅力をＰＲしていきま

す。 

  また、令和３年６月１日に供用開始予定の祖父江ぎんなんパークでは、祖父江ぎんな

んの収穫の様子等が学べます。将来的には、祖父江ぎんなんパークと街道との連携が取

れることが期待されています。 
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変化していく物流 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

農産物を東京始め他地域へ配送するのに現在はトラック輸送が主流で、本県は立地条件

を生かして鮮度の高いものを各地へ送っています。一方、競合産地は距離の遠さによる鮮

度の劣化を別の手立てで埋める努力をし、例えば氷を詰めたブロッコリー出荷は定着して

います。また、地球温暖化対策としてトラック輸送からの転換が国の目標となっています。 

 今回は物流に関する新しい取組を紹介します。 

１ Wi-free システム利用 －研究段階の鮮度維持技術－ 

株式会社 O’s＆Tec（オズアンドテック）の大村代表取締役によると、Wi-free（Without 

freezing）システムは同社が効率的なコンテナ輸送を目指して開発した技術で、従来の

冷蔵技術に加えて、生鮮食品に高電圧・低電流（約 3500V、6mA）の電気を流してゆらぎ

運動させることで凍らせないようにする技術です。開発して５～６年が経過し、鮮度維

持や殺菌、アミノ酸・糖の分解促進などの効果が想定されており、現在も研究が進めら

れています。花きを含めた農産物等の輸送について、株式会社ジェイアール貨物南関東

ロジスティクスや佐川急便株式会社等と協力した実証実験の結果は好評でした。

 また、Wi-free の活用モデルとして、完熟トマトを Wi-free 冷凍加工して輸送するこ

とで高付加価値な加工食品ができるほか、収穫した米等を Wi-free 保存することで出荷

時期が任意になるとともに糖度やうまみ成分が上昇し差別化が図られるとされています。 

 導入には価格がネックとなっていましたが、リレーシステムによって利用面積が増大

できた結果、Wi-free コンテナのレンタル費は CA コンテナ※等の他の鮮度維持特殊コン

テナより安価となっています。また、空輸では運賃が高すぎるものが Wi-free 搭載トラッ

クやコンテナの利用によって空輸と同じ鮮度で運べ、これまで販売が困難だった遠方で

の販売が可能となることが見込まれます。ただし、品目によっては不適合で、バナナは

表面が変色して商品価値がなくなることが分かっており、今後の知見の蓄積が待たれま

す。 

 なお、保存時間が５～６時間のものにはこの装置は不要とされていることから、長期

保存の場合に利用が検討されます。 

※CA(Controlled Atmosphere)コンテナ：温度に加え、酸度濃度を低くする等、空気中の成分を調整する 

（株式会社 O’s＆Tec 配付資料より引用） 

（株式会社 O’s＆Tec 配付資料より引用） 
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２ モーダルシフト －陸送から海上輸送への転換－ 

 現在主流のトラック輸送において、ドライバー不足や働き方改革によりドライバーの

手配が難しくなり、産地から思うように荷を運べない例を耳にすることがあります。ま

た、トラック輸送に伴う CO2排出量を減らすため、輸送を鉄道や船舶に置き換えるモーダ

ルシフトが国の目標に掲げられています。 

 商船三井フェリー株式会社は、旅客フェリーのほか RORO 船（RORO：ロールオン・ロー

ルオフ。車両甲板を下げてトラックやトレーラーなど自走式車両が乗船・下船する。）を

所有しており、東京と九州を結んでいます。九州から東京まで農産物を運ぶ場合、これ

までの全経路トラック輸送から RORO 船を利用した海上輸送に変えることで、ドライバー

の運転時間・CO2排出量ともに大きく削減されます。 

 一般的な商品を例にとれば、東京から苅田（福岡県）までの航路の最速航路は 25.5 時

間で、陸送と同じ３日目の朝に九州一円に配送可能となっています。 

 事例は少ないものの、九州航路が農産物輸送に利用された例として、佐賀県の春タマ

ネギやバレイショが挙げられます。現状では船の出航時間と農産物の出荷時間がマッチ

しないため実績が伸びないとのことですが、JA 大分は大分港に倉庫を作り一時保管でき

るようにしており、一部では対応が見られます。施設は誰が作るべきか、実需に合わせ

た出航時間にしたらどうかなど課題は山積ですが、ドライバー不足の時代に対応した新

しい輸送方法のひとつと思われます。 

３ 市場機能と物流機能の統合 －横浜フレッシュセンターの流通方式－ 

横浜フレッシュセンターは、カット野菜・冷凍野菜等の加工原料や、外食及び中食で

の業務用食材として利用される野菜の割合が増加する中で、物流の効率化等を目的とし

て平成 18 年にしゅん工しました。このセンターは生鮮流通の要と言える卸売市場である

横浜南部市場内に立地しながら、量販店・外食・中食等の物流拠点、サプライセンター

として利用されており、市場機能と物流機能を統合した全国初のビジネスモデルです。 

 通常は農産物が市場に入荷後、再び加工業者の元へ輸送されますが、同センターでは

市場に入荷するとそのままセンター内にある加工業者の元に届き、加工作業・出荷作業

が行われるため、輸送回数が減ることで時間とコストが減り、鮮度維持にもつながりま

す。 

 同センターは自動倉庫（冷蔵０℃～冷凍－25℃）を核とした多温度帯ロジスティクス

センターで、フロアは－20℃・0℃・常温（15～20℃）の３温度帯で管理されることで産

地から消費者までのコールドチェーン化によるサプライチェーンマネージメントが行わ

れ、多品種集約型作業の効率化サービスが提供されています。また、台車（ハンディキャ

リー）にバーコードを付け、センサーを利用して管理・仕分されており、商品管理と配 

送業務の一元化によるリアルタイム情報提供が行われています。 

 当初は 4000 坪の第１フレッシュセンターのみでしたが、その後に第２、第３フレッ

シュセンターが増設され、タイムリーでシームレスな物流サービスが提供されています。  

  こうした市場内や隣接地への物流センター開設の動きは、福岡市でも見られています。 

 保存技術を含めた物流の進展は、農産物の重要な要素のひとつである鮮度に影響します。

新しい技術は、立地条件を生かした鮮度の高さのような本県産の持つ強みに影響を及ぼす

可能性もあり、今後も競合産地の動向を注視しながら新しい動きに対応していくことが求

められます。 
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2020 年愛知県農業総合試験場の 10大成果 

農業総合試験場

愛知県農業総合試験場では、農業の発展や農家経営の改善のため、新しい品種や高度な

栽培技術・飼養技術などの開発を行っています。こうした試験研究について、広く県民の

皆様に理解を深めていただくため、農業総合試験場の研究成果の中から、特に優れたもの

や社会的関心の高いものを各界の選定委員に選んでいただき、2020 年の 10 大成果として

公表しましたので紹介します。 

１ 2020 年の 10 大成果

２ 選定委員 

浅川
あさかわ

 晋
すすむ

    名古屋大学大学院生命農学研究科 教授  

伊藤
い と う

 博
ひろ

康
やす

    株式会社ＣＢＣテレビ報道局報道部 参事 

平光
ひらみつ

 佐知子
さ ち こ

  生活協同組合コープあいち 副理事長    （敬称略・五十音順） 

須田
す だ

 晃
あきら

    愛知県農業総合試験場 場長 

３ 特徴・傾向 

研究成果の中から選定委員が、「実用性」、「新規性」、「社会性」、「普及性」の項目につ

いて５段階で評価しました。2020 年の 10 大成果では、生産者の収益向上や生産物の品

質向上につながる新品種や新技術の開発に加え、ブランド戦略方針の策定など、多岐に

わたる研究成果 10 課題を選定しました。これらのうち、上位３課題を紹介します。 

第１位 スプレーギクの新品種「スプレー愛知夏２号」と「アイセイカーラ」を開発 

第２位 夏の暑さに強い水稲早生品種「愛知 135 号」を開発 

第３位 ナシモザイク症の病原ウイルス検出法を開発 

第４位 ジネンジョの湿害軽減対策技術及び養分吸収に基づく施肥技術を開発 

第５位 肉豚における食品製造副産物の給与技術を確立 

第６位 光学センサーを用いた小麦品種「きぬあかり」の生育調査法を開発 

第７位 ソルガムを利用した露地野菜のカリ減肥技術を開発 

第８位 代かき時の濁水流出を軽減する止水高を検証 

第９位 鉢物コチョウランでエチレン阻害剤の効果を実証 

第 10 位 「かがり弁ギク」のブランド戦略の方針を策定 
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第１位：高温に強いピンク色夏秋系のスプレーギク品種「スプレー愛知夏２号」と、

イノチオ精興園（株）との共同研究によって矮化病に強いピンク色秋系のス

プレーギク品種「アイセイカーラ」を開発しました。２品種を組み合わせる

ことで安定した周年出荷が可能となり、産地のブランド力向上に寄与します。 

第２位：愛知県経済農業協同組合連合会と共同で、耐暑性を有する水稲早生品種「愛

知 135 号」を開発しました。本種は高温下でも品質が低下しにくく、玄米の

外観が優れます。また、極早生品種と中生品種への作付集中による作業競合

の緩和が期待されます。 

第３位：ナシの病害「モザイク症」の病原と考えられる新種のウイルス「ナシ葉退緑

斑点随伴ウイルス（仮称）」を検出するための遺伝子診断法を開発しました。

これにより早期に発生を確認できるようになり、防除対策に有用であるとと

もに、苗木生産や穂木の健全性を担保する検査法として活用が期待されます。 

４ 公表 

農業総合試験場の Web ページ（https://www.pref.aichi.jp/nososi/）で、10 大成果

の詳細がご覧いただけます。 

第１位 

スプレーギクの新品種「スプレー愛知夏２号」と「アイセイカーラ」を開発 

ナシモザイク症の病原ウイルス 
検出法を開発 

第３位 

夏の暑さに強い水稲早生品種 
「愛知 135 号」を開発 

第２位 

スプレー愛知夏２号 アイセイカーラ

光沢と透明感が優れる

あさひの夢

愛知135号

ナシモザイク症

ウイルス採取
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を「
表す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

前年並 ：±１％台以下
ずか ：±２％台以内わ

や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か

大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

７，５１５ １，６２１ ３７５ ２４９ 北海道（１７％）２年実績
（２２％） 鳥取 （１６％）

長野 （１４％）
７，５２０ － ３７５ －３年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

12月上旬までは暖冬による前進出荷、中 全国的には、１箱20玉入り、氷詰出荷が主
旬からは冷え込みにより入荷が減少した。 流となっている。愛知は１箱12玉入りである
１月は降雪による収穫遅れと冷え込みによ が、量販店においては１箱あたりの玉数が多
る生育遅れで、平年より出方が鈍かった。 い商品に需要がある。また、鮮度保持を目的
２月は適度な雨もあり、温度も上がり、生 に、市場を経由せず、産地から量販店に商品
育順調で入荷が増える見込み。全体的に作 を直送する動きもある。愛知においても、こ
付面積は微増傾向か。新型コロナウイルス れらに対応できる販売体制の検討をお願いし
感染症の影響で飲食店需要が減り、単価が たい。
伸び悩んでいる。

入荷量と価格はともに前年並の見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

３４，０５２ ３，５２５ ３８３ ２３０ 香川 （２０％）２年実績
（１０％） 北海道（１８％）

埼玉 （１０％）
３５，０００ － ３８０ －３年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

香川、北海道に本県が続く。主力の香川 全国的に氷詰出荷へ転換しており、商系産
のほか、熊本や長崎の九州産地が年々入荷 地中心ではあるが、埼玉県産など氷詰レスの
量を増やしている。 産地が氷詰出荷を検討している。

本年は、台風等の大きな気象災害なく、 その中で本県産には秋冬産地のトップブラ
いずれの産地も生育は順調で作柄良好であ ンドとして多くのファンがいて、品質への信
るが、この冬は冷え込みが厳しく、干ばつ 頼が高いため、そうした各顧客への販売量の
傾向でもあるため量が少なくなっている。 確保がしっかりできれば、優先的に販売して
今後は降雨に加え、温暖になると生育は進 いただけると考えている。
むため、冷え込みが長引けばその後に一気 今後も量販店を中心とした需要は増えると
に入荷が増える可能性もある。 見込まれ、契約販売、事前提案販売を積極的

販売面は良好とは言えない中、量が少な に行い、品質、販売数量ともに事前情報では
いために１月の単価は上昇してピークとな 高い精度での対応をお願いしたい。
り、その後は下落となるか。

入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並となる見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の２月の見通し

１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３２，００１ 235 239 233 愛知 26%
２９年 ３０，５４２ 237 241 224 北海道 24%
３０年 ２７，７７７ 284 285 294 鹿児島 6%
元年 ３０，９５８ 220 207 207 静岡 6%
２年 ３３，７１３ 196 194 190 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 ３０，９９８ － － －

３ 年 見 通 し ３０，９００ － － －

２８年 １，７７１ 83 72 88 静岡 35%
２９年 １，７０９ 90 90 95 千葉 20%
３０年 １，３７４ 179 185 183 徳島 15%
元年 １，７６５ 84 67 61 鹿児島 11%
２年 １，７０３ 64 68 77 愛知 9%

５ ヵ 年 平 均 １，６６４ 97 92 97

３ 年 見 通 し １，７００ 80 80 80

２８年 １，９６１ 107 94 92 愛知 94%
２９年 １，９９４ 135 138 141 鹿児島 3%
３０年 １，６１１ 186 210 218 長崎 1%
元年 １，８８８ 84 83 89 0 0%
２年 ２，１３０ 74 75 89

５ ヵ 年 平 均 １，９１７ 114 116 122

３ 年 見 通 し ２，１００ 100 100 100

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２３７
２３７
２８７
２１２
１９４

だ

い

こ

ん

７９
９０

１８０
６９
６７

９３

前年主要産地（％）

２３２

２１９
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　愛知と北海道を中心に入荷する。葉菜類
と根菜類は低温と干ばつにより小玉傾向で
入荷は少ない。果菜類では低温と成り疲れ
により入荷の少ない品目も見られる。価格
は全体的に平年を下回る動きとなるか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり上回る見込み。

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に千葉、徳島などから入荷す
る。低温と干ばつの影響でやや小玉傾向に
あり、２Ｌ～Ｌ中心に入荷する。今後の天
候次第だが、概ね順調な入荷を見込む。昨
年の安値の影響か作付面積は微減。
　入荷量は前年並で、価格は安値だった前
年を大幅に上回る見込み。

に

ん

じ

ん

９７
１３８
２０２

８５
７９

１１７

　愛知主体の入荷となる。愛知は低温と干
ばつの影響から全体的に小玉傾向でＬ～Ｍ
中心に入荷する。前年よりも２Ｌ比率が低
く、入荷も少ない見込み。下旬は主力愛知
が減少に転ずるか。
　入荷量は前年並で、価格は安値だった前
年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名古屋市中央卸売市場
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注）

１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １２０，４９２ 263 260 256 千葉 16%
２９年 １１７，２６８ 254 259 256 茨城 14%
３０年 １０７，５２６ 312 317 312 北海道 12%
元年 １１４，１３８ 242 230 225 愛知 11%
２年 １２２，０３７ 213 220 215 神奈川 6%

５ ヵ 年 平 均 １１６，２９２ － － －

３ 年 見 通 し １１７，０００ － － －

２８年 １２，２１５ 86 69 83 神奈川 54%
２９年 １１，６０７ 87 92 93 千葉 37%
３０年 ８，９２５ 168 178 176 徳島 3%
元年 ９，８３１ 93 81 67 鹿児島 1%
２年 １１，０８２ 63 71 73 青森 1%

５ ヵ 年 平 均 １０，７３２ 96 95 96

３ 年 見 通 し １１，０００ 80 85 90

２８年 ７，１６６ 96 90 91 千葉 75%
２９年 ６，２４３ 152 162 172 埼玉 9%
３０年 ６，２８７ 179 178 176 茨城 7%
元年 ５，９３５ 94 107 104 鹿児島 5%
２年 ６，００９ 115 113 126 中国 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，３２８ 127 129 133

３ 年 見 通 し ５，９００ 130 135 140

８５

に

ん

じ

ん

９２
１６１
１７８
１０１
１１８

１２９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉を主力に関東産地からの入荷が中心
となる。千葉は冷え込みによる地上部の枯
れあがりで今後は肥大が遅くなる懸念があ
る。前進傾向のため切り上がりが早まって
下旬に不足し、価格は上がるか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり上回る見込み。

　関東産地、北海道、愛知からの入荷が中
心となる。豊作傾向も１月は低温と干ばつ
に加え雪の影響で入荷量が減少する時期が
あった。今後は降雨や気温上昇により順調
な入荷が見込まれ、相場は厳しいか。
　入荷量は多かった前年をやや下回り、価
格は安値の前年をかなり上回る見込み。

　神奈川、千葉からの入荷が中心となる。
干ばつによる生育遅延や肥大不足のほか、
千葉では冷え込みによる葉傷みもみられ
る。全体的に小ぶりとなるも、安定した入
荷が続くと見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は安値だっ
た前年を大幅に上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

１３５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２５４

２３０
 前年及び本年の

２３２

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

８０
９０

１７３
８１
６９

９６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２６０
２５６
３１４

前年主要産地（％）

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

２１６

東京都中央卸売市場
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２，２９６ 79 78 108 兵庫 40%
２９年 ２，３１８ 99 125 112 茨城 25%
３０年 ２，５２７ 174 182 191 愛知 22%
元年 ２，７１２ 50 49 45 三重 6%
２年 ２，６０８ 58 54 70 長崎 4%

５ ヵ 年 平 均 ２，４９２ 91 96 104

３ 年 見 通 し ２，５００ 60 60 60

２８年 ３，８６４ 62 67 63 愛知 92%
２９年 ３，２５９ 131 127 114 富山 3%
３０年 ２，３７６ 236 258 226 滋賀 2%
元年 ３，２５０ 94 71 67 兵庫 2%
２年 ３，６７４ 52 64 57 三重 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，２８５ 105 107 96

３ 年 見 通 し ３，３００ 75 75 75

２８年 ２９４ 616 583 577 愛知 65%
２９年 ３９９ 524 501 417 茨城 14%
３０年 ２９０ 862 701 530 岐阜 7%
元年 ３４４ 541 428 403 静岡 5%
２年 ３６４ 421 449 414 徳島 4%

５ ヵ 年 平 均 ３３８ 579 523 461

３ 年 見 通 し ３８０ 500 450 400

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　愛知主体の入荷となる。愛知は低温と干
ばつの影響で小玉傾向にあり、入荷量は前
年をかなり下回る見込み。今後の天候次第
で増量するか。冬系の入荷が減少し、春系
が主流になってくる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、茨城、愛知などから入荷する。各
産地ともに生育順調で、上旬までの入荷は
多い見込み。茨城は終了が見えており、愛
知はやや前進傾向で早めに切り上がるか。
業務需要が見込めず、厳しい販売となる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
だった前年並となる見込み。

キ

ャ

ベ

ツ

６２
１２２
２３９

７６
５７

１０１

７５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は

く

さ

い

８５
１１２
１７９

４８
６０

９６

６０

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に茨城などからも入荷する。
上旬は低温の影響による生育遅れで入荷が
少なく、高値の推移が予想される。気温が
緩む中旬から下旬にかけて増量する見込
み。愛知は前年並の入荷を見込む。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は安値
だった前年をかなり上回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

５８１
４７９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６７７
４５５
４２４

５１４

名古屋市中央卸売市場
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １１，０９１ 57 50 83 茨城 71%
２９年 １１，２８７ 87 111 103 群馬 13%
３０年 １２，４６６ 161 156 184 兵庫 11%
元年 １２，４７６ 42 41 29 埼玉 3%
２年 １２，２２２ 46 48 60 愛知 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，９０８ 79 81 92

３ 年 見 通 し １２，０００ 40 50 45

２８年 １５，８９０ 67 68 66 愛知 66%
２９年 １３，８８９ 128 129 130 千葉 22%
３０年 １１，８２８ 224 266 280 神奈川 9%
元年 １５，４９７ 100 74 68 鹿児島 1%
２年 １６，４９５ 53 64 60 茨城 1%

５ ヵ 年 平 均 １４，７２０ 108 112 112

３ 年 見 通 し １５，０００ 90 85 80

２８年 １，３８０ 634 479 481 群馬 34%
２９年 １，７１８ 424 419 373 茨城 31%
３０年 １，３５３ 755 596 505 埼玉 12%
元年 １，５２０ 505 410 355 千葉 10%
２年 １，７０３ 393 460 362 福岡 4%

５ ヵ 年 平 均 １，５３５ 529 468 410

３ 年 見 通 し １，６００ 500 400 360

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。各産地とも乾燥傾向と低温によ
り生育は遅れ気味。品質に問題はなく、降
雨と気温上昇で生育は回復し、安定した入
荷となると見込まれる。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は安値の前年をやや上回る見込み。

５３４
４０８
６２５
４２２
４０３

４７１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

キ

ャ

ベ

ツ

６７
１２９

５９

 前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

１０９

８５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２５２
８０

　愛知を主力に、千葉、神奈川からの入荷
が中心となる。各産地とも作柄良好も低温
と干ばつで小玉傾向。今後は降雨で肥大回
復を見込む。前進化で入荷の多かった前年
より減らすも潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は安値の前年を大幅に上回る見込み。

は

く

さ

い

６１
９９

１６４
３８
５１

８３

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４５

　茨城、群馬、兵庫からの入荷が中心とな
る。台風等気象災害なく、天候に恵まれ各
産地とも生育順調。年末年始の寒波以降の
低温で外葉に傷みがみられるも結球には影
響せず。順調な出回りを見込む。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

東 京 都中 央 卸 売 市 場

0

40

80

120

160

200

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

単価

円/Kg数量

t

月

0

70

140

210

280

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

単価

円/Kg
数量

t

月

0

250

500

750

1,000

1,250

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

単価

円/Kg数量

t

月

11



１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ９０３ 405 374 420 大分 30%
２９年 ７５５ 407 476 460 静岡 19%
３０年 ７０９ 516 550 531 鳥取 9%
元年 ８４６ 338 342 323 群馬 9%
２年 ９７２ 296 303 310 愛知 9%

５ ヵ 年 平 均 ８３７ 385 399 401

３ 年 見 通 し ９００ 340 330 320

２８年 １，２７４ 318 347 312 兵庫 31%
２９年 １，４４５ 263 241 222 茨城 17%
３０年 １，２１０ 413 373 333 静岡 17%
元年 １，４３７ 246 217 190 愛知 13%
２年 １，７９１ 187 188 165 熊本 11%

５ ヵ 年 平 均 １，４３１ 276 264 236

３ 年 見 通 し １，５００ 260 240 220

２８年 １，１５８ 491 387 366 愛知 63%
２９年 １，１８０ 328 302 278 高知 14%
３０年 １，３１３ 407 309 296 宮崎 12%
元年 １，２３０ 372 337 340 鹿児島 9%
２年 １，２３４ 551 362 350 群馬 1%

５ ヵ 年 平 均 １，２２３ 430 339 326

３ 年 見 通 し １，２２０ 500 350 350

品
目
名

２５８

５２８
３３４
３０３

３９２  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

　兵庫を中心に静岡、愛知などから入荷す
る。今後も冷え込みが続けば玉が伸びず、
Ｌ～Ｍ中心の入荷となる見込み。愛知の入
荷は多かった前年をかなり下回るも平年よ
り多いか。中旬から茨城が入荷する。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、静岡、愛知、鳥取などの各産地か
ら入荷する。白ねぎは、大分が順調に入荷
し、静岡と鳥取は天候の影響で入荷減とな
る見込み。愛知の越津ねぎは平年並の安定
した入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり上回る見込み。

レ

タ

ス

３２６
２４１
３７６
２１７
１７８

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、高知、鹿児島の西南
暖地から入荷する。厳寒期のため、各産地
ともに大きな入荷ピークはないが、少ない
ながらも安定した入荷を見込む。引き続き
太物クラスの比率は低いと予想される。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

３６４

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ５，１３６ 336 321 336 千葉 37%
２９年 ４，４５６ 339 398 384 埼玉 19%
３０年 ４，２４８ 467 464 523 茨城 17%
元年 ４，５４４ 331 349 308 群馬 7%
２年 ４，９９９ 242 248 259 栃木 7%

５ ヵ 年 平 均 ４，６７７ 339 351 357

３ 年 見 通 し ４，７００ 360 360 300

２８年 ６，２８９ 306 329 294 静岡 32%
２９年 ６，８７０ 248 231 212 茨城 18%
３０年 ５，４７５ 393 368 314 香川 12%
元年 ６，８５４ 228 198 173 長崎 9%
２年 ７，７３６ 172 177 155 兵庫 8%

５ ヵ 年 平 均 ６，６４５ 261 253 271

３ 年 見 通 し ６，９００ 250 220 190

２８年 ４，９８６ 526 409 404 宮崎 29%
２９年 ５，０４０ 341 315 286 千葉 20%
３０年 ５，００４ 425 346 312 群馬 19%
元年 ４，４５１ 379 367 355 高知 12%
２年 ４，６６３ 601 381 387 茨城 11%

５ ヵ 年 平 均 ４，８２９ 454 363 348

３ 年 見 通 し ４，７００ 380 370 360

４７９

　千葉、埼玉など関東産地からの入荷が中
心となる。低温と干ばつの影響で生育に遅
れがみられるほか細物多く葉傷みも多いが
今後は回復。茨城は栽培面積の増加に伴い
増量するも、全体としては平年並みか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
だった前年を大幅に上回る見込み。

　静岡、茨城、香川などからの入荷とな
る。各産地とも冷え込みに加え干ばつのた
め生育は停滞気味。降雨により干ばつ解消
も気温が低いため急増はないが、下旬に茨
城からの入荷が始まると相場軟化か。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は安値の前年を大幅に上回る見込み。

　宮崎等の西南暖地や千葉、群馬等の関東
産地からの入荷が中心となる。宮崎は十分
な日照で生育順調も成り疲れの懸念があ
る。関東各産地も好天で生育は前進傾向。
全体として安定した入荷となるか。
　入荷量は前年並となり、価格は高値だっ
た前年を大幅に下回る見込み。
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３８８

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

レ

タ

ス
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２００
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 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３３０
２４９

３４８
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ４２４ 575 464 441 熊本 55%
２９年 ３９２ 424 421 410 愛知 41%
３０年 ４１２ 439 435 439 高知 4%
元年 ３９０ 445 448 430
２年 ４４８ 455 442 439

５ ヵ 年 平 均 ４１３ 469 442 432

３ 年 見 通 し ４３０ 430 430 430

２８年 ９７８ 519 395 403 熊本 55%
２９年 ９５０ 391 374 350 愛知 24%
３０年 ９７２ 311 352 355 三重 11%
元年 １，０６６ 298 319 349 岐阜 8%
２年 １，０７５ 386 357 346 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，００８ 380 359 360

３ 年 見 通 し １，０５０ 330 330 330

２８年 ３３２ 945 913 937 熊本 64%
２９年 ３３５ 814 798 780 愛知 27%
３０年 ３７４ 759 738 736 和歌山 5%
元年 ４０５ 684 708 749 宮崎 4%
２年 ４２７ 789 713 733

５ ヵ 年 平 均 ３７５ 792 768 782

３ 年 見 通 し ３７０ 750 750 750

な

す

４８５
４１９
４３７
４３９
４４４

４４５  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。各産地と
もに平年並の入荷を見込むが、気温低下と
日照不足により、Ｌ～Ｍ中心の入荷となる
見込み。量販店需要は平年並を見込むも、
業務需要は少なく前年より安値となるか。
　入荷量と価格はともに前年をやや下回る
見込み。

ト

マ

ト

４３７
３７２
３３６
３２０
３６１

３６４  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、三重、岐阜を中心に入荷す
る。各産地ともに作柄良好で、平年並の入
荷を見込む。春商材の需要もあり、順調な
販売が予想される。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

９３２
７９３
７４５
７１１
７４１

７７８  前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。12月は入
荷量が多く、１月は成り疲れで下旬から入
荷減となった。２月は成り疲れと冷え込み
の影響で、増量していた過去３年に比べる
と少ない入荷が予想される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２，２５０ 554 456 463 高知 62%
２９年 ２，１１４ 459 465 475 福岡 16%
３０年 １，９０４ 503 506 540 熊本 12%
元年 １，９１８ 520 493 469 佐賀 3%
２年 ２，１２６ 509 480 486 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，０６２ 509 479 486

３ 年 見 通 し ２，１００ 510 500 490

２８年 ５，３８７ 553 438 433 熊本 38%
２９年 ５，４４７ 433 406 370 栃木 21%
３０年 ４，９７２ 359 392 387 愛知 14%
元年 ４，９８９ 360 376 394 静岡 4%
２年 ４，７９６ 442 425 416 千葉 4%

５ ヵ 年 平 均 ５，１１８ 431 408 400

３ 年 見 通 し ４，７００ 330 340 410

２８年 １，３３９ 1,007 911 932 熊本 43%
２９年 １，４３３ 742 702 695 愛知 21%
３０年 １，４８６ 716 696 683 宮崎 9%
元年 １，５０７ 661 675 736 千葉 9%
２年 １，５０７ 793 709 717 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 １，４５４ 779 735 749

３ 年 見 通 し １，４５０ 600 630 660

７５６

　高知を主力に福岡や熊本など九州からの
入荷が中心となる。１月は曇雨天や寒気の
影響で各産地とも肥大が鈍り数量は低迷。
花数は増加していることから２月は増量
し、潤沢な入荷となると見込まれる。
　入荷量と価格はともに前年並となる見込
み。

　熊本、栃木、愛知からの入荷が中心とな
る。各産地とも生育はおおむね順調で着果
良好も、低温により着色ペースが遅い。小
玉化する産地があるほか、下旬に主力熊本
が減らし相場上昇となるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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マ
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７０１
６８９
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　熊本、愛知などからの入荷となる。厳寒
期で入荷の少ない時期にあたる。各産地と
も生育はおおむね良好。産地によっては冷
え込みの影響で着果の悪い時期があるも、
総じて不足感のない出回りが見込まれる。
　入荷量は多かった前年をやや下回り、価
格は前年をかなり下回る見込み。
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 前年及び本年の
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３８０ 825 787 703 鹿児島 52%
２９年 ４４２ 604 602 528 宮崎 32%
３０年 ３８２ 757 742 677 高知 13%
元年 ３６７ 689 671 637 茨城 1%
２年 ３２３ 810 812 790 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 ３７９ 731 717 659

３ 年 見 通 し ３３０ 750 700 700

２８年 ３，０４０ 177 206 181 北海道 55%
２９年 ２，６７６ 225 250 243 鹿児島 42%
３０年 ２，５４７ 136 151 148 長崎 3%
元年 ２，５０１ 117 115 119
２年 ３，１５０ 87 106 104

５ ヵ 年 平 均 ２，７８３ 148 165 158

３ 年 見 通 し ２，４００ 160 180 200

２８年 ６，４１３ 82 91 89 北海道 87%
２９年 ６，２１８ 86 93 84 静岡 11%
３０年 ５，５１９ 102 102 115 愛知 1%
元年 ６，２３９ 126 136 124 0 0%
２年 ６，９２２ 83 75 78

５ ヵ 年 平 均 ６，２６２ 95 99 97

３ 年 見 通 し ６，４００ 85 85 85

ピ

ー

マ

ン

７６８
５７５
７３７
６６９
８２４

７０７  前年及び本年の

７１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知からほぼ全量を入荷
する。各産地ともに12～１月は前倒しで入
荷しており、２月上旬までは成り疲れと冷
え込みの影響で入荷量は少ない見込み。天
候次第では中旬から数量が回復するか。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高値だった前年をかなり下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１８９
２３８
１４４
１１８

９９

１５７  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、鹿児島を中心に長崎からも入荷
する。北海道の残量は少なく、２月末まで
の入荷を見込む。鹿児島は離島産中心とな
るが、作付面積の減少により、入荷量は前
年を下回る見込み。長崎はほぼ終了か。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

８５
８７

１０４
１２９

７８

９６  前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に静岡、愛知などから入荷
する。北海道はＬ大中心に安定した入荷を
見込む。静岡は大玉傾向、生育良好で入荷
ピークが早まるか。愛知の新玉も生育順調
で、前年を上回る入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をかなり上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，３２４ 881 812 703 宮崎 44%
２９年 １，５１６ 626 616 542 高知 22%
３０年 １，３５８ 802 768 672 茨城 20%
元年 １，４４２ 727 709 651 鹿児島 12%
２年 １，２７７ 823 827 651 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 １，３８３ 767 742 641

３ 年 見 通 し １，３００ 680 750 730

２８年 ６，９４５ 178 181 188 北海道 67%
２９年 ６，６０４ 224 231 226 鹿児島 30%
３０年 ７，４１０ 128 134 122 長崎 2%
元年 ７，４２２ 110 104 104
２年 ８，２８６ 87 90 94

５ ヵ 年 平 均 ７，３３３ 142 144 143

３ 年 見 通 し ６，９００ 200 220 210

２８年 １１，０３４ 93 101 99 北海道 75%
２９年 １１，７２２ 100 103 110 静岡 20%
３０年 １０，２９４ 118 124 122 中国 2%
元年 ９，０６２ 154 163 145
２年 １１，１９４ 87 82 78

５ ヵ 年 平 均 １０，６６１ 108 112 109

３ 年 見 通 し １１，０００ 100 110 105

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

１０５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

９８
１０４
１２１
１５４
８２

１１０  前年及び本年の

ば

れ

い

し

ょ

１８２
２２７
１２９
１０６
９０

１４３

 前年及び本年の

７２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

宮崎など西南暖地と茨城からの入荷が中
心となる。西南暖地は低温の影響で１月は
量を減らすも２月には回復を見込む一方、
茨城は低温で肥大遅れがみられる。入荷量
は総じて平年より少ないと見込まれる。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は高値だった前年をかなり下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

７９９
５９５
７５７
６９６
８３８

７３２

　北海道を中心に静岡から入荷する。北海
道は貯蔵からの計画出荷でＬ大中心に前年
並を見込む。静岡は作柄良好で、生育の前
進傾向のため多めの入荷が見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は安値だっ
た前年を大幅に上回る見込み。

　北海道を中心に、鹿児島、長崎からの入
荷がほとんどを占める。貯蔵から入荷の北
海道は大玉傾向も玉数少なく、前年・平年
より少なめ。長崎に代わり入荷が本格化す
る鹿児島も肥大遅延により少ない見込み。
　入荷量は豊作の前年を大幅に下回り、価
格は安値の前年を大幅に上回る見込み。
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１月１８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ７，６９８ 409 424 440 青森 20%
２９年 ７，８２１ 379 396 435 フィリピン 15%
３０年 ７，１１５ 422 432 419 愛媛 14%
元年 ７，７１５ 401 411 443 愛知 12%
２年 ７，０８３ 406 421 421 静岡 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，４８６ － － －

３ 年 見 通 し ７，６００ － － －

２８年 １，８７６ 326 321 326 青森 96%
２９年 １，５２２ 321 297 299 秋田 2%
３０年 １，４７６ 319 329 331 長野 1%
元年 １，８４３ 286 292 279
２年 １，４９４ 327 328 336

５ ヵ 年 平 均 １，６４２ 315 313 313

３ 年 見 通 し １，８００ 275 275 275

２８年 ６８３ 1,522 1,416 1,448 愛知 59%
２９年 ８２５ 1,360 1,225 1,125 熊本 25%
３０年 ７８５ 1,437 1,278 1,138 鹿児島 6%
元年 ７２０ 1,507 1,539 1,567 佐賀 3%
２年 ７７４ 1,538 1,348 1,218 宮崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ７５７ 1,470 1,355 1,289

３ 年 見 通 し ７５０ 1,350 1,333 1,300

 前年及び本年の

１，３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に鹿児島などからも入
荷する。各産地の２番果が上旬にピークを
迎える。３番果は下旬以降の入荷となる
が、やや減少する見込み。愛知は前年並の
入荷を見込む。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並の見込み。

い

ち

ご

１，４６５
１，２３４
１，２９２
１，５３３
１，３６０

１，３７０

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森が主産地となる。青森は輸出も一段
落し、今後は国内向けが本格的に開始する
予定。果実は小玉傾向で、下級品の増加が
懸念される。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

り

ん

ご

３２２
３０８
３２５
２８５
３２９

３１３

 前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、りんご、みかんなどが主な品目
となる。りんごとみかんは前年より入荷が
多く、いちごはやや少ない。みかんは表年
で量が多いため、後ろ倒しにした分、２～
３月はやや多めの入荷となる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

果

実

計

４２２
４００
４３１
４２３
４２７

４２０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３３，５９４ 452 470 465 青森 18%
２９年 ３６，８８４ 425 448 446 愛媛 17%
３０年 ３２，１７４ 475 503 494 静岡 12%
元年 ３３，０６５ 464 486 506 和歌山 7%
２年 ３２，１９８ 484 500 498 栃木 7%

５ヵ年平均 ３３，５８３ － － －

３年見通し ３３，５００ － － －

２８年 ７，３６５ 295 306 311 青森 96%
２９年 ６，７１３ 292 283 273 山形 1%
３０年 ６，４０３ 300 308 310 長野 1%
元年 ６，６１０ 280 280 272 秋田 1%
２年 ５，８２８ 346 343 344  0%

５ヵ年平均 ６，５８４ 301 303 301

３年見通し ６，５００ 300 300 300

２８年 ３，８１３ 1,568 1,414 1,347 栃木 46%
２９年 ４，８５０ 1,319 1,259 1,193 福岡 17%
３０年 ４，６２４ 1,388 1,336 1,270 茨城 12%
元年 ４，１１２ 1,489 1,521 1,530 静岡 8%
２年 ４，６４８ 1,627 1,401 1,288 佐賀 6%

５ヵ年平均 ４，４０９ 1,473 1,381 1,319

３年見通し ４，７００ 1,400 1,350 1,300

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

４６１
４３８
４８９
４８３
４９４

４７２  前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　りんご、みかん、いちごを中心に入荷。
前年産のみかんは静岡のひょう害により入
荷量が少なかったが、今年は問題ない。不
知火などの中晩柑類も前年並の入荷を見込
む。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

り

ん

ご

３０４
２８４
３０５
２７７
３４４

３０２  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森の貯蔵品を中心に入荷する。主力と
なる「ふじ」は、今年は前年のような高
温・干ばつの影響もなく、平年並の生育で
肥大もよい。「王林」は少ないものの、り
んご全体では潤沢となる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

い

ち

ご

１，４４５
１，２６０
１，３３７
１，５１３
１，４３１

１，３９１  前年及び本年の

１，３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、茨城などから入荷す
る。各産地いずれの品種も、２月上旬に２
番果のピークを迎え潤沢な入荷が続く。そ
の後、３番果に切り替わる下旬でやや減少
するか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１月２９日現在） 単位：千本、円／本

20



単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１月２１日現在）

２８年 １０，８８１ ２０９

実 ２９年 ７，３９１ １８４

３０年 ５，５８１ １９４

績 元年 ７，２７１ １９０

２年 ６，４７０ ２４５

７，５１９ ２０４

６，４００ ２３４

概

要

２８年 ２０８，８５２ １０２

実 ２９年 ２５１，３１１ ８５

３０年 ２２３，２８９ ８４

績 元年 １９４，４０５ ９１

２年 ２１０，６００ ８５

２１７，６９１ ８９

２１０，０００ ８１

概

要

２８年 ３７，１８９ ２００

実 ２９年 ２８，０７７ １８０

３０年 ２９，４０９ １４６

績 元年 ２１，４８１ １６９

２年 ３０，８１４ １４０

２９，３９４ １６８

３０，０００ １４０

概

要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年並か、やや少なめの見込み。夏の暑さにより苗のロスが多い。長期予想
で、気温は例年並の予想のため、販売も昨年並だと予想される。巣ごもり需要でガーデニ
ングをする人達が増えると期待したい。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（41.8％）、２位埼玉
（13.4％）、３位奈良（8.2％）となっている。

５ヶ年平均

３年見通し

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

　入荷量は前年より減少か。主要生産者が作付けを減らしている影響とみられる。サイズ
４～５号が中心で、その他のサイズは大幅な減少の見込み。ピンク、黄色の引き合いが強
く、価格は入荷量の減少に伴い安定すると予想される。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（36.8％）、２位茨城
（20.6％）、３位奈良（18.1％）となっている。

プ

リ

ム

ラ

品
目

エ

リ

カ

　入荷量は昨年並の見込みではあるが、北陸地方を中心とした豪雪被害の状況にもよる。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位新潟（58.7％）、２位静岡
（30.5％）、３位山梨（5.6％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

３年見通し

５ヶ年平均

３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２８年 ７４，０９５ ２４９

実 ２９年 ６０，５９９ ２２９

３０年 ５８，８９６ ２２９

績 元年 ４９，９８４ ２６７

２年 ４３，８６０ ２６０

５７，４８７ ２４５

４２，０００ ２５０

概

要

２８年 ５８，５９７ １８５

実 ２９年 ４７，７２５ １７０

３０年 ５１，４０２ １７２

績 元年 ５１，９１０ ２０２

２年 ５２，５１６ ２００

５２，４３０ １８６

５２，０００ １９２

概

要

２８年 ３２，６２６ ８１１

実 ２９年 ２５，５０２ ７１２

３０年 ２４，５９７ ６５３

績 元年 ２３，３２６ ５９３

２年 ２０，５８７ ６０２

２５，３２８ ６８６

２０，０００ ６００

概

要

３年見通し

　５号、６号鉢は生産量の減少により入荷は減少する見込み。４号鉢は前年並のため、全
体としてはやや減少か。卒業や卒園需要が高まる２月下旬から３月上旬にかけて引き合い
と共に相場は安定するが、それまでは前年より厳しいと予想。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（21.3％）、２位愛知
（19.4％）、３位香川（17.5％）となっている。

卸売価格

３年見通し

　入荷量は前年より減少か。相場の低迷により全体の作付けが更に減少する見込み。特に
７号以上の大鉢はかなり少ない。サイズ別、４～６号中心の入荷となる。気温が低い状態
でも固めでの出荷を基本にして頂きたい。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（44.3％）、２位岡山
（15.2％）、３位高知（10.8％）となっている。

デ

ン
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ロ

ビ
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ム

５ヶ年平均

マ

ー

ガ

レ

ッ

ト

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

３年見通し

　全国的に作付けが減少しており、１月からの寒波の影響で開花も遅れ気味で入荷量は少
ない見通し。３号から４号までの小鉢中心だが月初めは市況弱含み。月後半からの卒業・
卒園に向けて徐々に高値となるだろう。
　前年２月の主要県の集荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（27.1％）、２位静岡
（22.5％）、３位岐阜（19.6％）となっている。

サ

イ

ネ

リ

ア

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


